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大学教育に悩む

化学工学科 教授

三 宅 孝 典

48歳｡会社であれば部長クラスで､責任を持って部をリー

ドし､結果に対し責任をとる年齢であろう｡会社を実質的に切り盛りする年齢である｡私

の場合､大学に移って3年目､教育者としては全くの駆け出しである｡授業にしても学科

の諸事にしても未だに判断に迷うことが多い｡一番の悩みは授業である｡

四半世紀前に私が大学で受けた授業に比べ､今の授業は格段に丁寧に見える｡手取り足

取り､噛んで含ませるが如く｡学生はまじめに授業に出､ノートをとっている｡これが学

費に見合う授業と言うことになっている｡昔は違った｡昔も丁寧に教えてもらっていたの

かも知れないがあまりその記憶がなく､テスト前になると自分で教科書を読んで勉強した

ように思う｡明治や昭和初期の高等教育の方が､ある意味今よりよほどまともだったので

はないだろうか｡10代､20代の学生が､今より相当大人だった様に思える｡今の勉強ぶり

で期末テストの点はとれるが､どれ程実力がついているのか心配である｡社会に出れば､

すぐ答が見つかるような簡単な問題は殆どない｡色んな仮定を考え､粘り強く取り組まな

いと答えは得られない｡今の自分の授業が､社会で使えるに耐えるものになっているだろ

うか｡英語の授業も､いったい大学で何を教えたら良いのか｡専門分野の単語か､文法か｡

そんなものは辞書を引けば良いし､中学 ･高校で習ってきているのではないのか｡いった

い大学の授業は､どこに要点があるべきなのか｡卒業生にも問いたい｡

2007年になると全入の時代が始まる｡つまり､大学の入学定員の方が､大学進学希望者の数よ

り多くなり､高校時代に勉強していなくても､大学を選ばなければ進学希望者は全員が大学生となれ

る｡何も2007年に始まったことではなく､今までもその方向に来ている｡旧国立大学も含めて日本全

国の大学生の学力レベルが下がっている｡この様な現状を前にして､何をどう教えれば良いのか｡

卒業生に問いたい｡大学の勉強はどれほど役立ったのか｡私の経験では､即役立つもの

などなかったのではないかと思う｡結局､必要なものをもう一度自分で勉強するしかない

のではないか｡教えられることと自ら学ぶことに大きな差があるのではないだろうか｡こ

の辺を良く考え､なるべく早く本物の教師になりたいと思う｡教員全員で知恵を出し合っ

て､より評価される卒業生を送り出せる様に継続的に改善していきたいと思う｡

本年4月に新任の教授をお迎えすることになった｡大学以外からお迎えするが､教育経

験をお持ちの方であり､学科の発展に尽力いただけると期待している｡

最後になったが､全ての卒業生が心身ともに健康であられることを願ってやみません｡
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諦めない夢の先にあるものは

平成7年修了 (炭素材料[(覗)エネルギー材料]研究室)

THKAmerica,Inc.

AtlantaRegionDistrictManager

板 屋 宏 明

皆さん､お元気でしょうか?1995年に修了してからはや10
年が経過しようとしております｡私は卒業後THK株式会社と

いう会社に就職しまして､現在はそこのアメリカ法人であります､THKAmerica,Inc.(以

下､THKAmerica)という会社に籍をおいております｡このように書きますと､"駐在員と

しての出向"と考えるのが一般的な捕らえ方だと思いますが､私の場合は2003年に一度同
社を退職し､自力で渡米､現地法人のTHKAmericaに再就職しました｡つまり､現地社員

として､生活の基盤を完全にアメリカに移したわけです｡一般に､駐在員としての海外赴

任は､ポジティブな意味の ｢出世コース｣､またはネガティブな意味の ｢左遷｣と取られる

ことが多いと思います｡また､当社 (日本サイド)も海外展開を行っていましたので､駐

在員としての候補リストに載って順番を待つ､という方法もあったかもしれません｡実際､

たくさんの日本人がアメリカで仕事をしております｡しかし､一般的には数年の赴任後は

日本に帰国ですから､"日本の会社を退職 ･アメリカ法人に再就職"なんていうことを成し

遂げた私のことを､｢よくもまあそんな思い切ったことをしましたね｣と､｢バカやなあ｣

いうニュアンスを含んだ言葉で表現される方も多々おられます｡そんな中､敢えて私がこ

れを題材に選んだのにはわけがあります｡私はここで､"私自身の体験談"を通じて､"請

めなかった夢の先にあるもの"について､お話したいと思います｡

そもそも､なぜ私は日本の会社を辞めてまでアメリカに渡ったのでしょう? ｢日本での

仕事に飽きたから?｣｢上司が嫌いだったから?｣｢なんとなく?｣､いいえ､違います｡私
にはやってみたいことがあったのです｡日本で丸8年も働きますと､仕事もそつなくこな

せて結果も出せるようになります｡結果に伴い､役職者-の昇格もありました｡たぶん､

このままいけば､それなりにいいポジションで定年になり､いい老後を迎えられたでしょ

う｡でも､昔から "現状で満足しない"性格が私に耳打ちしました｡｢どんなにここで一番
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をとってもそれは井の中の蛙じゃないのか?世界一の市場は日本ではなくアメリカだぞ｡

アメリカで一番を取らないと本当の一番を取ったことにはならないんじゃないか｣と｡そ

れ以来､米国赴任を強く要望し､希望を出し続けていたのですが残念ながら私には順番が

まわってきませんでした｡一方､私は結婚していましたから､ここで海外にいけなかった

ら､数年後では子供の義務教育が始まってムリだな､と思い始めていました｡それが2003

年でした｡｢今しかない｣｢今しかできない｣ということで家族の了解をもらい､前述のよ
うに自力で渡米し自己の能力-の挑戦がスタートしました｡

実際に渡米してからというのは､ゼロからのスタ-トで､かなり苦労しました (詳細は

別の機会に述べるとして今回は剖愛させて頂きます)｡今だから言えることですが､諦めて

帰国しようかと思った時期もありました｡でも､｢夢は諦めたときに終わる｣という言葉を

胸に最後まで諦めずにここまで来ました｡そして諦めなかったから､今のポジションや生

活環境を手に入れることができたのだと思います｡

借越ながら述べさせて頂きますと､皆さんもこれから課題 ･EI標に対し多くの困難にぶ

ち当たると思います｡でも最後まで決して諦めないでください｡諦めたらそこですべて終

わりです｡実験も研究も営業も､途中で諦めたら成功は得られないでしょう｡頑張り通し

たその後には､皆さんにとって必ずよい何かが待っています｡それがすべて満足のいくこ

とではないでしょうが､必ず皆さんの糧になっているハズです｡夢は諦めたらそこで終わ

ります｡

これから必要なもの

平成10年卒業 (機能表面 [(覗)エネルギー材料]研究室)

(秩)東洋炭素

多 田 竜 也

平成12年に大学院を修了し､東洋炭素に入社いたしました

多田と申します｡

卒業生の皆さんは各人が新たな道を歩みだし､社会人とし

て企業等を通じて社会に貢献されることと思います｡中にはこの新たな旅立ちに不安を感

じている方もいるでしょう｡この様な方は入学当時の事を思い出してください｡舞台が

｢大学｣から ｢企業｣へと変わりますが､これまで同様､急がず新しい環境に適応して行け

ばいいだけです｡

少しばかり私の仕事内容 ･経験談をします｡卒業後に東洋炭素に入社し､現在までカー

ボン材料の開発 ･製造技術の確立業務に携わっています｡皆さんのカーボンに対するイメ

ージは､カーボンファイバー､鉛筆の芯といった所でしょうか? 工業製品としてのカー

ボン材料は目にする機会が非常に少なく､一般の方の認知度が低いため説明も一苦労です｡

真空中で炭素を高温に加熱すると､徐々に黒鉛に変わります｡この黒鉛は真空やアルゴ

ン等の中性ガス中では2000℃に加熱しても形を保持し､強度が低下しません｡そのため半

導体製造用のヒーター ･るつぼ､放電加工用電極に使われます｡また黒鉛の持つ自己潤滑

性により､ポンプ･コンプレッサー用摺動部材から電車用のパンタグラフに至るまで用途

は様々です｡これら古典カーボンに加え､C/Cコンポジット､ファイバーは軽量 ･高強度
の特徴から､自動車 ･スポーツ用品に使われています｡

学生時代に小田教授のもとカーボンに関する研究をしていましたが､カーボンの世界は



広く奥深く､(テスト前に一夜漬けで得た学術的知識が後々思い出される事もなく)､入社

時はゼロからのスタートとなりました｡それなりに努力と苦労をした結果､一年後には自

分の研究テーマを持ち､現在では客先での技術対応に至るまで業務は多岐に渡っています｡

私の経験上､自己の業務内容に縛られず､常に新しい知識を吸収するのが望ましいと考え

ます｡入社当時､上司が口にした ｢現場には宝がある｣が印象的でした｡現場は客 (市場)､

工場であり､自らが赴き生の声を聞き､また経験せよという事です｡机の上だけでは成長

は期待できません｡

最後に若手を取り巻く労働環境についてお話します｡経済成長の鈍化 ･グローバル化の

波を受け､企業は収益率の向上が求められています｡つまり雇用コストの削減を模索する

必要に直面しています｡年々厳しくなる労働条件の中､転職が珍しくなくなり､労働政策

も労働移動のサポートに軸足を置くなど働き方の自由度が高まっています｡しかし同時に､

能力や実績がこれまで以上に重視され､自己責任が強く求められる事を意味します｡変化

のスピードが速い社会で常に個人自らが職業能力を開発し､エンプロイアビリティー (雇

用されるにふさわしい能力)を身に付ける様心掛けて下さい｡皆さんのご活躍を期待して

おります｡

卒後10年間を振り返って

平成7年卒業 (移動現象研究室)

小野薬品工業 (秩)大阪支店

東 島 弘 茂

私が関西大学を卒業してちょうど10年になります｡

10年前というと､記憶にも新しい阪神淡路大震災があ

った年で､卒業単位数の足らなかった私は大学裏の友

人の下宿で､明け方まで勉強して寝ようと思った時でした｡あまりの揺れのため､大きく

揺れる家具を (こちらに倒れてくるな !と念じながら)じっと見つめているだけだったと

記憶しております｡

その年の四月に小野薬品工業 (秩)に入社し､現在もMR(医薬情報担当者)を続けてお

ります｡当時の就職戦線は､バブルが弾けた影響で理系といえども人材募集は少ない状況

でした｡また､自分は一日中研究に専念するよりも､今ある知識を活かし人と接する仕事

の方が向いているのではと思い､当時景気に強いと言われた医薬品の営業 (MR)を志望し
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ました｡(扱う薬にはその優位性が重要と思い)独創性があり開発力のある会社であり､更

に､大手すぎては歯車として埋もれてしまうのではと考え､両方を加味して小野薬品を選

びました｡就職活動中､ある企業の人事の方が､『医薬品業界は更に競争が激しくなり､開

発力の無い企業は吸収され､10年後には半数以下になっているだろう』と言われ､実際内

定を頂いた他の会社を始め､新入社貞当時､病院に出入 りしていた会社の約半分は社名が

変更となっております｡合併 して会社が大きくなるメリットもありますが､社名が変わる

のは不安で寂しいものです｡この10年なんとか小野薬品は存在しているので､今のところ

自分の選択は良かったと思っています｡

入社して大阪支店に配属され､まず担当したのは吹田市 ･箕面市の開業医+個人病院で､

現在は大阪狭山市にある近畿大学医学部附属病院を担当しております｡開業医であっても､

大学病院であっても､仕事は同じです｡病院に訪問し､お医者さんに当社の薬剤をPRL､

病気でお困りの患者さんに処方され､薬問屋さんに薬剤の注文が来て､会社 (自分)の業

績になります｡ですから､自分が頑張れば頑張るほど自社製品が処方され､それによって

患者さんは良くなり､病院 ･先生の評判も高まり､自分の実績upにもつながるという好循

環が起こります｡しかし､訪問時間の規制があったり､薬剤の購入に府や県の方針があっ

たりと､なかなかうまくいかないのが現状ではあります｡現在､大学病院での営業以外に

新薬の開発治験を手伝ったり､希少疾患や難病の治療を目の当たりにしたりと､高度先端

医療に携わっている者の一員としての使命感や実績以外のやりがいも感じながら日々活動

しております｡

以上､取 り留めのない内容で甚だ恐縮ではございますが､ご報告を終わらせいただきま

す｡最後にこのような節目の年に同窓会報の執筆をさせて頂けた事を同窓会関係者の方々

に厚 く御礼申し上げます｡
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大学生活でみつけたもの

エネルギー材料研究室

東 峰 有 美

私の学生生活を振り返ってみると､前半2年と後半2年と

で大きく分けられるのではないかと思います｡2回生の終わ

りごろまでは､テニスサークルに入り､バイトもして､勉強

もある程度頑張って､というごく普通の大学生活をしていま

した｡しかしその反面､このまま日々の流れに任せて大学生活が終わってしまってもいい

ものなのかという､漠然とした疑問が心の中にわきあがってきていたのも事実でした｡3

回生の後半からは就職活動が始まり､4回生になると研究室が始まります｡3回生の夏休

みが最後のチャンスだと思った私は､何かアクションを起こすことを決心しました｡そこ

で選んだのは､以前より興味のあった環境問題についてのスタディーツアーに一人で参加

する､ということでした｡これは､環境先進国であるドイツ､オランダ､デンマークの環

境政策を視察するというものでした｡初海外､一人参加など､不安はたくさんありました｡

また､実家通いで何かと親に頼っていた自分を変えるためにも準備や旅費などは自分でど

うにかすると決めました｡しかし今までのアルバイト代でこの旅費を作 り出すのはとても

大変なことでした｡そんな私の計画を後押ししてくれたのが春にもらった関西大学学部給

付奨学金でした｡この奨学金は､自分が頑張ってもらったものだから良く考えて自分の好

きなように使いなさい､と親から言われていました｡そこでこの機会に使うのが一番良い

使い道ではないかと思った私は奨学金を旅費の一部にし､ツアーに参加することを決心し

たのでした｡

このツアーに参加して本当によかったと思います｡自分でいろいろな準備をするといった

ことでも成長できたと思いますが､一番の収穫は異国の環境政策に触れ､客観的に日本を見

ることによりさらに環境問題に興味をもてたこと､また同じような意識を持った仲間に出会

えたこと､そして自分の視野が広がったことでした｡このツアーから帰ってきて､今までの自

分は本当に小さな世界でしか物事を考えていなかったということに気付かされました｡これ

をきっかけに始めたことはたくさんあります｡さらに視野が広がり､やりたいことがたくさ

ん見つかりました｡就職活動も環境関連の仕事に就きたくて様々な企業をまわり､最終的に

はエアゾール製品を扱っている会社の研究開発部に決定しました｡研究室でも実用化に向け

た水処理装置の研究を行っています｡また､4回生の夏にはベ トナムで植林活動を行うボラ

ンティア活動にも参加し､またひとつ成長できたのではないかと思います｡

こうやって私がいろいろなことに挑戦し､成長することができたきっかけは､3回生の

時にもらった奨学金です｡しかしその奨学金がもらえたのは2回生のころまでの頑張りが

あったからだと思います｡最終的にはどんなこともつながっているのだと実感した学生生

活でした｡勉強でも､友人でも､何事においてもそうだと思います｡｢つながり｣というも

のは本当に大切なものです｡卒業してからもこのことを忘れずに､大学時代にみつけた大

切な ｢つながり｣を､社会人生活でできる ｢つながり｣につなげていきたいと思います｡



教 室 だ よ り

第22回国際選鉱会議(IMPC)に参加して

平成8年修了 (界面化学工学[(覗)資源循環工学]研究室)

関西大学工学部化学工学科 講師

村 山 憲 弘

2003年9月28日-10月3日に南アフリカ共和国のケープ

タウン市にて開催された第22回国際選鉱会議 (InternationalMineralProcessingCongress,

以下IMPC)に出席して､研究発表を行う機会を得ました｡同窓会誌の原稿として､拙い記

憶を頼 りにその時の様子を書き綴 りたいと思います｡

現在､日本からの南アフリカへの直行便はなく､香港やシンガポールを経由してヨハネ

スブルグに入るルー トが一般的である｡当時はSARSが懸念された時期であり､思い切って

ロンドン経由でケープタウンに直接入るルー トを選択 した｡関空-ロンドン12時間､乗 り

継ぎ3時間､ロンドンーケープタウン12時間の計27時間にものぼる強行スケジュールと相

成った｡のちにひどく後悔 したことを付記 しておく｡ともあれ､ケープタウン国際空港か

らタクシーで宿泊先のホテルに無事到着した｡

IMPCは､1952年ロンドンにて第 1回が始まって以来､ヨーロッパ諸国､アメリカ､旧ソ

連､オース トラリアなど世界各国で開催されており､このケープタウン大会で22回を数え

ることになる｡浮選､粉砕､乾式冶金､比重選別など従来から続いているセッションの他

に､廃棄物処理と管理､鉱物の物性などが今回新設された｡選鉱とは直接関係 しないが､

我々の研究室からは石炭灰を原料とするゼオライ ト合成に関する研究で事前登録 した｡オ

ーラルとポスターの両方で発表する機会を得た｡私の発表はさておき､多 くの研究者達が

我々の研究に強い関心を示 してくれたことに喜びを感じた｡国際色豊かな約50カ国700人も

の研究者や技術者が一堂に会 し､豪華なディナーパーティーやアフリカ色の醸 し出された

イベントなどが盛大に行われた｡

旭テクノグラス特約店.オリンパス顕微鏡特約店.理化学機器全般

株式会社小 倉 理 化
〒574-0017大阪府大乗市津の辺町2番16号

TEL.072-876-5464
FAX.072-877-0190

匡∃ KINGWorklsCo..Ltd
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株式会社 キング製作所

代表取締役 稲 垣 允 久
本 社 吹田市泉町5丁目13番9号
〒564-0041TEL(06)638914176(代) FAX(06)6387-3049
滋賀営業所 滋賀県彦根市平田町421NASUlビル206号
〒522-0041TEL(0749)22-6606 FAX(0749)22-5245
URLhttp/M king-works.cojp E-mail:kpf-king@icbhNa･nejp

滋賀営業所 E-mail.sig-klng@chive.ocn.nejp



学会開催地のケープタウンは､アフリカ最南端に位置する国際的な港町であり､シンボ

ルとしてそびえ立つテーブルマウンテンを町の至る所から眺望することができる｡南アフ

リカの代表的な都市は治安が悪く､日本の外務省も十分に注意するよう呼びかけている｡

虫刺されによるマラリア感染にも気をつけねばならない｡アパルトヘイト解放後､現在で

は有色人種による白色人種-の逆差別が社会問題になりつつあるとのこと｡これらの事前

情報に若干萎縮しすぎた感もあったが､そのような中で､ウオーターフロントと呼ばれる

地区は観光客が安心して買い物や食事を楽しむことができる場所である｡総じて割高では

あるが､安全性ゆえ多くの時間をここで過ごした｡現地料理の味付けには多量の香辛料が

使用され､日本人にはあまり向かないだろう｡一方､ウオーターフロント内で食した日本

人が握る新鮮なサーモンの寿司が素晴らしく､幸か不幸か､一番印象に残っている｡学会

の合間には､ホテルなどで受け付けている観光ツアーのいくつかに参加した｡雄大なテー

ブルマウンテン､まさに絶景なる喜望峰 (スナップ写真)､現地の植物園を訪れた｡ツアー

バスで海岸沿いを移動する際､運良く窓越しから鯨やペンギンを見ることができた｡

僅かな期間の滞在であったが､アフリカ大陸の自然や文化に触れた感動と同時に､日本

人が国内で当たり前のように安全に過ごせることの有り難さを再認識させられた｡本国際

会議の参加に際してご配慮賜りました先生方に厚くお礼申し上げます｡最後に､身勝手な

乱筆をお詫び致します｡

福島 達先生を偲ぶ

去る12月3日､本学名誉教授､福島 達先生がご逝去されました｡享年83歳｡

先生は昭和19年京都帝国大学工学部燃料化学科を卒業後､京都大学工学部助手､大阪府

立大学助教授を経て､昭和38年本学に教授として赴任されました｡ご専門は反応工学､生

物反応工学で､本学科の教育研究の発展に大いに寄与されました｡学会活動では化学工学

会関西副支部長ならびに支部長をお務めになり､また名誉会員として運営と発展に多大な

る貢献をされました｡平成7年勲三等瑞宝章が授与されました｡

先生は､オリジナリティのある世界に通用する研究でなければという研究姿勢で､化学
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工学の中でも最先端の部門である反応工学の研究に取り組まれました｡充填塔や三相流動

層の解析､バイオマスからのエタノール生産など論文誌や国際会議での発表を含め多数の

研究業績を残されました｡数々の研究成果から､画期的な発酵プロセス技術を考案され､

アルコール製造技術に応用されました｡先生の開発されたF型バイオリアクターは国内外か

ら高い評価が寄せられています｡

ここに､福島先生のご遺徳を偲び､心よりご冥福をお祈り申し上げます｡

新任 岡田芳樹 教授 ｢ナノ粒子工学研究室｣設立

岡田芳樹教授が平成17年4月より着任され､｢ナノ粒子工学研究室｣が設立されます｡岡

田先生はナノ (10-9) メートルサイズの粒子 (ナノ粒子)の計測と制御技術と言ったナノテ

クノロジー部門の最先端で活躍されています｡新 しい戟力をむかえ本学科の ｢教育｣･

｢研究｣の大いなる発展を期待します｡

尚､この新設に伴い ｢化学装置設計研究室｣は閉鎖になります｡

村山意弘先生専任講師に昇進

平成17年4月より村山憲弘先生が専任講師に昇進されます｡村山先生は芝田年次教授と

共に ｢資源循環工学研究室｣にて､学生教育や研究活動に遇進されています｡今後､益々

のご活躍を期待します｡

技術員 :中原さんから佐々木さんにバトンタッチ

平成16年4月より2年生､3年生の実験科目の準備および指導で御世話いただいた中原

翼さんがご退職になり､新たに佐々木智子さんが就任されました｡中原さんの新天地での

ご活躍をお祈 りするとともに､佐々木さんの今年 1年の熱心な活動に感謝し､学生教育の

ため今後益々ご活躍していただくことを期待しています｡

■編集 後 記 ■

第11回同窓会報をお届けします｡巻頭言を学科長の三宅孝典教授にお願いしました｡｢卒業生に

聞く｣では､現在社会で活躍されている3名の卒業生の皆様の近況を知らせて頂き､私たちスタ

ッフも励まされました｡｢学生の窓｣では､4年生の東峰有美さんよりスタディーツアーや ｢つな

がり｣の大切さなど､硯学部学生のしっかりと

した活動に頼もしさを感じました｡村山典弘先

生には､国際会議の様子をお知らせいただき､

興味深く拝読しました｡

ご多忙中ご執筆いただいた方々や広告掲載会

社の皆様に厚く御礼申し上げますと共に､卒業

生の皆様の益々のご発展とご健康をお祈り申し

上げます｡

RIRTSU-_~~~ _._二二二_TE⊂HnOで
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平成15年度会計報告
(平成15年4月1日-平成16年 3月31日)

化学工学科同窓会

(収入の部)

費目 予算 実行 差額

前 期 繰 越 金 2,801,526 2,801,526 00入 会 金 80,000 80,000
会 費 600,000 537,000 63,000
銀 行 利 子 1,000 909 91
広 告 費 50,000 90,000 △ 40,000

合計 3,532,526 3,509,435 23,091

費目 予算 実行 差額

総 会 費 10,000 0496,389 10,000会 報 費 550,000 53,611

事 務 費 10,000 10,570 △ 570
通 信 費 10,000 4,530 5,470

卒 業 記 念 品 70,000 30,150 39,850
人 件 草 285,600 300,900 △ 15,300
雑 費 5,000 540 4,460

小計 940,600 843,079 97,521

次年度繰越金 2,591,926 2,666,356 △ 74,430

平成15年度化学工学科同窓会会計監査報告
平成15年度の化学工学科同窓会の会計報告書に従って､金銭出納帳について慎重に会計監査を

行った結果､平成15年度化学工学科同窓会会計の運用状況は厳正かつ正確であ り､その記述内容に

相違がないことを認めます｡

平成15年度化学工学科 同窓会会計監査委員 飯 田 義 彦

伊与木 茂 樹

平成16年度 予算案
(平成16年 4月1日-平成17年 3月31日)

化学工学科同窓会

収入 金額 支出 金額

前 期 繰 越 金 2,666,356 総 会 費 10,000
入 会 金 67,000 会 報 費 550,000
会 費 600,000 事 務 費 10,000

銀 行 利 子 1,000 通 信 費 10,000
広 告 費 50,000 卒 業 記 念 品 70,000

人 件 草 285,600
雑 費 5,000

次 年 度 繰 越 金 2,443,756

*入 会 :学部卒生 67名
人会率 :67/104名 64.42%


